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１．事業の概要 

（１）目的 

深川留萌自動車道は、北海道縦貫自動車道深川ジャンクショ

ンから分岐し、留萌市に至る延長約５０ｋｍの一般国道の自動

車専用道路であり、北海道縦貫自動車道と一体となり道央圏と

道北圏を結ぶ高速交通ネットワークを形成します。 

このうち、幌糠留萌道路は、深川留萌自動車道の一部を形成

する幌糠インターチェンジから留萌インターチェンジに至る

延長約１３ｋｍの区間で、物流の効率化や主要な観光地へのア

クセス向上等を目的としています。 
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■位置図 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

■事業概要図 
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（２）計画の概要 

 

① 起点    ‥‥北海道
ほっかいどう

留萌
るも い

市大字留萌
るもい

村字幌糠
ほろぬか

 

  終点    ‥‥北海道
ほっかいどう

留萌
るも い

市大字留萌
るもい

村東雲
しののめ

町 

② 計画延長  ‥‥１３．０ｋｍ 

③ 幅員    ‥‥２０．５ｍ（１２．０ｍ） 

④ 構造規格  ‥‥１種３級 

⑤ 設計速度  ‥‥８０ｋｍ/ｈ 

⑥ 車線    ‥‥４車線（暫定２車線） 

⑦ 事業主体  ‥‥北海道開発局 
 

 

■標準横断図 

（単位：ｍ） 

４車線 

 

 

 

 

 

 

暫定２車線 
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（３）経緯 

平成 ８年度  事業化 

平成１２年度  用地補償着手 

工事着手 
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２．事業の必要性等 

■事業の効果や必要性を評価するための指標 

政策目標 指　標 資料ページ

１．活力 ● 並行区間等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率 14

□ 並行区間等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される

■
並行区間等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する又は新たな
バス路線が期待できる 15

□ 新幹線駅へのアクセス向上が見込まれる

■ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる 16

□ 特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアクセス向上が見込まれる

■ 農林水産業を主体とする地域から大都市圏への農林水産品の流通の利便性向上が見込まれる 8～9
都市の再生 □ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

□ 三大都市圏の環状道路を形成する

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

■ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する 6

■ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する 6

□ 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる

■ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する 17～18

■ IC等からのアクセスが向上する主要な観光地が存在する 19

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

２．暮らし 安全で
安心できる
くらしの確保

■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる 7

３．安全 安全な生活
環境の確保 □

並行区間等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存在する場合において、交通量の減
少により当該区間の安全性の向上が期待できる

■
対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業
計画に位置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸
送道路」という）として位置づけあり

20

□ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する

□ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する

□ 並行区間等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間の代替路線を形成する

４．環境 地球環境の
保全 ● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量 21

○ 並行区間等における自動車からのNO2排出削減率（３大都市圏のみ算出)

○ 並行区間等における自動車からのSPM排出削減率（３大都市圏のみ算出）

□
並行区間等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回る
ことが期待される区間がある

□ その他、環境や景観上の効果が期待される

５．その他 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
との関係 □ 他機関との連携プログラムに位置づけられている

その他 ■ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が期待される 10～13

生活環境の
改善・保全

円滑な
モビリティの
確保

物流効率化
の支援

国土・地域
ネットワーク
の構築

個性ある
地域の形成

災害への備え

 

注：●は定量的に評価を行う指標 

  ■は効果のある指標 
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（１）事業を巡る社会経済情勢等の変化 

客観的評価指標① 

「当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡する

ルートを構成する」 

客観的評価指標② 

「当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連

絡する路線を構成する」 

幌糠留萌道路は、深川留萌自動車道の一部を形成し、北海道

縦貫自動車道との連結により、留萌圏の拠点都市である留萌市

と道央圏・道北圏の拠点都市である札幌市・旭川市を連絡しま

す。これにより、拠点都市間を結ぶ高速ネットワークを形成し

ます。また、日常活動圏中心都市である留萌市と深川市を最短

時間で連絡することが可能となります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
約130分

約163分

約195分

約141分

0 30 60 90 120 150 180 210

整備なし
(R233＋道央道経由)

現況(北竜ひまわりIC供用後)
(深川留萌自動車道＋道央道経由)

幌糠留萌道路供用後
(深川留萌自動車道＋道央道経由)

整備なし
(R231経由)

(分)【留萌市～札幌市】

約22分
短縮

約33分

短縮

約63分

約69分

約52分

0 20 40 60 80

整備なし
(R233経由)

現況(北竜ひまわりIC供用後)
(深川留萌自動車道経由)

幌糠留萌道路供用後
(深川留萌自動車道経由)

(分)【留萌市～深川市】

約6分

短縮

約17分
短縮

約89分

約115分

約99分

50 60 70 80 90 100 110 120

整備なし
(R233＋道央道経由)

現況(北竜ひまわりIC供用後)
(深川留萌自動車道＋道央道経由)

幌糠留萌道路供用後
(深川留萌自動車道＋道央道経由)

(分)【留萌市～旭川市】

約16分

短縮

約26分
短縮

0

【留萌地方生活圏の中心都市】 
人口：28,325人 公共施設数：4 
学校数：18 医療施設数：36 
社会福祉施設数：12 大規模小売店数：6 

【深川地方生活圏の中心都市】
人口：27,579人 公共施設数：13 
学校数：19  医療施設数：38 
社会福祉施設数：20 大規模小売店数：7

【旭川地方生活圏の中心都市】 
人口：359,536人 公共施設数：38 
学校数：169 医療施設数：496 
社会福祉施設数：128 大規模小売店数：77 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「北海道市町村勢要覧」

    北海道（H15） 

   「全国大型小売店総覧」

   東洋経済新報社（H17）

【札幌地方生活圏の中心都市】
人口：1,822,368人 公共施設数：60 
学校数：657 医療施設数：2,531 
社会福祉施設数：493 大規模小売店数：318

【中心都市データ】 
人口：（H12国勢調査）  

公共施設数：（H14.3） 

学校数：（H14.5） 

医療施設数：（H13.10） 

社会福祉施設数：(H13.10)

大規模小売店数 ：(H17.4)

資料：H11道路交通センサス
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客観的評価指標③ 

「三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる」 
 

現在、留萌圏における三次救急医療は、救命救急センターで

ある旭川赤十字病院等に依存しています。また、留萌圏の医療

機関への血液製剤（輸血用血液、血漿製剤）の供給は、北海道

旭川赤十字血液センターが実施しています。留萌圏は南北に長

い地域であることから、搬送に時間を要することや冬期間にお

ける搬送の安全性の確保が課題となっています。 

当該路線の整備により、救急搬送時や血液輸送時における迅

速性の向上、安定性・安全性の向上が期待されています。 
 

 

 

 

各医療機関から要請があった血液製剤の輸送

は、委託運送会社の車両により一般国道及び深川

留萌自動車道の秩父別ＩＣ～北竜ひまわりＩＣ

を利用した輸送が中心です。 

但し、医療機関より緊急な要請があった場合

（通常の運送スケジュールにのらない場合）は、

血液センターの緊急血液輸送車が道央道及び深

川留萌自動車道を利用して搬送しています。緊急

時の要請に対応するためにも、留萌までの早急な

高速ネットワークの整備が望まれます。 

 

北海道旭川赤十字血液センターヒアリングより

資料：留萌開発建設部資料
より作成 

羽幌町は遠隔地にあることから、旭

川や札幌の病院への搬送は片道1.5時

間以上を要しています。 

患者を安全・迅速に搬送するために

も、高規格道路の早急な整備に期待し

ています。 

北留萌消防組合消防本部ヒアリングより

圏域内医療自給割合（入院）

58.6%

87.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

留萌圏域全体

全道

資料：H12.5診療分国民健康保険レセプト調査より

留萌管内における札幌・旭川への救急搬送件数の推移

68
80 76

67 67

25
18 26

17 16

0

20

40

60

80

100

120

H12 H13 H14 H15 H16

（件）

札幌市

旭川市

特に、呼吸器外科（自給度 10％）、神経科（同 20％）、

小児科（同 30％）の圏域内自給割合（入院）が低く

なっています。 
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客観的評価指標④ 

「農林水産業を主体とする地域から大都市圏への農林水産品

の流通の利便性向上が見込まれる」 

＜水産物輸送＞ 
留萌管内の漁業生産額は約１０４億円（Ｈ１５）となってお

り、漁業生産は、ほたての増養殖、たこ漁業等の沿岸漁業とえ

び漁業等の沖合漁業が主体です。管内の主要な水産物であるえ

び類は、鮮度が強く要求されることから活状態での出荷が基本

であり、新千歳空港から金沢を中心に航空便を利用して出荷さ

れています。また、ほたて半成貝は、函館港から宮城県へ出荷

されています。 

当該路線の整備により、留萌管内水産物の消費地市場等への

輸送時間が短縮され、定時性が確保されることで安定的な供給

が可能となります。 
 
 

北海道産ほっこくあかえび生産量上位町村（H15）

580 566

360 356

216

0

100

200

300

400

500

600

700

羽幌町 増毛町 余市町 古平町 苫前町

(単位：トン) 北るもい漁協・新星マリン漁協・増毛漁協における漁獲量（H16）

さけ
10%

たこ
9%

かれい
7%

その他
18%

ほたて
半成貝
12%
(2,569t)

ほたて
成貝
2% ほたて稚貝

34%
(7,298t)

えび類
8%

(1,781t)

平成16年度
漁獲量
21,529トン

資料：マリンネット北海道ＨＰ 資料：北るもい漁協・新星マリン漁協・増毛漁協調べ

ほたて稚貝は、留萌圏域からオホ

ーツク地域へ、ほたて半成貝は、梱

包時に海水氷を入れて主に宮城県

へ出荷しています。 

ほたて半成貝は４８時間以内に

到着しないと死貝となる確率が高

く、高規格道路整備前の出荷量は道

内他産地に比べ少ないものでした

が、高規格道路のネットワーク延伸

による輸送時間の短縮により、留萌

圏への需要が増えています。 

 

新星マリン漁協ヒアリングより

資料：北るもい漁協 
   新星マリン漁協 
   増毛漁協調べ 

資料：北るもい漁協・新星マリン漁協・増毛漁協調べ
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＜農産物輸送＞ 
留萌管内では、稲作を基幹とした野菜、果樹、酪農、花卉等

の複合経営が行われており、管内の農業粗生産額は２０６億円

（Ｈ１５）となっています。 

留萌管内で生産された農産物の多くは、深川留萌自動車道を

利用して、道央方面や道外に出荷されています。道外へは主に

ＪＲ旭川貨物駅からＪＲコンテナを利用して輸送されています。 

また、富良野市や上富良野町、沼田町で生産された麦類は、

留萌港から専用船等により、年間約４万トンが道外へ出荷され

ています。当該路線の整備により、これらの農産物の流通の利

便性の向上が見込まれます。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 資料：留萌市経済交流部港湾課「留萌港統計年報」

農業粗生産額の推移

21,056 21,110 20,530 19,760 20,600

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H11 H12 H13 H14 H15

（百万円）

資料：農林水産統計年報

資料：北海道農政部道産食品安全室 

「平成15年度農畜産物及び加工食品の移出実態調査」

留萌管内から移出される野菜類の出荷割合

関東
47%

近畿
25%

東海
11%

九州
10%

東北
7%

平成15年
野菜類の
道外出荷量
4,937トン

麦
79%

重油
2%

その他食料
工業品
6%

窯業品
13%

平成16年
移出合計
49,800トン

留萌港の取扱貨物量（移出） 

関東
72%

近畿
17%

九州
3%東海

8%

平成16年
麦の出荷量
39,100トン

留萌港から移出される麦の出荷割合

資料：留萌市経済交流部港湾課「留萌港統計年報」 

かぼちゃ
46%

メロン
20%

ばれいしょ
10%

スィート
コーン
10%

大根
7%

その他
7%

平成15年
野菜類の
道外出荷量
4,937トン

留萌管内から道外へ出荷される野菜類の品目別内訳（H15）
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客観的評価指標⑤ 

「その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さ

ない効果が期待される」 

■重要港湾「留萌港」とのアクセス向上 
平成１６年の留萌港の海上出入貨物量は、約１５０万トンと

なっており、輸移入貨物の割合が約９７％と高くなっています。

移入貨物の内訳では、石油製品の割合が約６１％を占めていま

す。 

留萌港に陸揚げされた貨物の多くは、旭川市をはじめとする

道北圏及び北・中空知圏へ輸送されています。 

当該路線の整備により、これら貨物の輸送効率化が図られる

ことが期待されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：留萌市経済交流部港湾課「留萌港統計年報」

留萌港の油槽所に陸揚げされた石油製品は、毎日、国道や深川留萌自動車
道の北竜ひまわりＩＣ～秩父別ＩＣを利用して道北圏域に供給されていま
す。特に需要の多い時期には自社所有のタンクローリ（９台）が１日３回転
するなど、輸送効率の向上とともに高い安全性が求められています。 
幌糠留萌道路の整備により油槽所と留萌ＩＣが直結され、目的地までの輸

送時間短縮が図られるとともに、輸送時の安全性・安定性が向上することに
より道北圏域への安定的な供給が図られます。 

留萌市内の石油輸送会社ヒアリングより
※各市町への輸送量は平成16年10月1ヶ月分のデータ 

※留萌港シェアは港湾統計 陸上貨物出入調査（H16）

＜石油製品の輸送状況＞ 

留萌港の取扱貨物量（移入）

石油製品
61%

その他
5%重油

7%

セメント
27%

平成16年
移入合計
1,050千トン

留萌港の取扱貨物量（Ｈ１６）

その他
水産品・ｾﾒﾝﾄ等

57%

石油製品
43%

平成16年
取扱量
1,475千トン

留萌港海上出入貨物（H16）

移入
1,050,419t
72%

移出
49,804ｔ
3%

輸出
58ｔ
0%

輸入
375,042ｔ
25%
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留萌港の油槽所から道北圏の拠点空港である旭川空港へは、
年間約２万７千キロリットルのジェット燃料が輸送されており、
年間約１００万人の空の交通を支えています。 
当該路線の整備により、油槽所からの高速交通体系が強化さ

れ、旭川空港へのアクセス向上が見込まれます。 
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■ 沿線住民の期待度等 

当該路線沿線の住民による整備への期待が大きく、全体の約

８３％が深川留萌自動車道の留萌市までの延伸整備に期待して

います。 

＜供用区間に対する満足度＞ ＜供用区間について満足している点＞ 
  注）上位５位までの結果を掲載 

どちらとも
言えない
10.9%

非常に満足
している
29.4%

やや満足
している
48.8%

あまり満足
していない
6.0%

まったく
満足して
いない
2.5%

無回答
2.5%

 

51.0%

40.1%

36.3%

34.4%

73.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

目的地までの所要時間が

短縮できるようになった

買い物や観光、仕事など

生活面での利便性が増した

国道233号に比べ

走行の安全性が向上した

利用する路線の選択肢（国道233号、深川留萌

自動車道）が増えて余裕がもてるようになった

緊急（急病等）の場合に深川市や

旭川市にすばやく行けるようになった

 
（回答数=201） ※供用区間に対する満足度で「非常に満足」、「やや満足」と回答した人のみ

※複数回答 （回答数=158/201） 

＜延伸整備に対する期待度＞ ＜延伸整備について期待する項目＞ 

どちらとも
言えない
8.5%

強く期待
している
50.7%少し期待

している
32.3%

あまり期待
していない
3.5%

まったく
期待して
いない
1.5%

無回答
3.5%

 

37.2%

63.5%

42.0%

55.7%

43.0%

49.7%

51.7%

47.3%

40.1%

33.8%

45.9%

34.6%

38.7%

32.2%

30.5%

45.7%

39.1%

30.7%

39.5%

38.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

国道233号の混雑緩和

所要時間の短縮【夏期】

所要時間の短縮【冬期】

走行の安全性向上【夏期】

走行の安全性向上【冬期】

走行の快適性向上

高規格道路の利用しやすさ

地域産業・経済の活発化

国道233号の代替機能

沿道環境の改善

強く期待 少し期待

無回答を除く

回答者数

（a=148/167）

（a=159/167）

（a=150/167）

（a=149/167）

（a=151/167）

（a=151/167）

（a=151/167）

（a=150/167）

（a=147/167）

（a=142/167）

（回答数=201） ※延伸整備に対する期待度で「強く期待」、「少し期待」と回答した人のみ 
注）各回答は、無回答を除く回答数 （回答数=167/201） 

資料：留萌開発建設部「平成17年度深川留萌自動車道整備に関するアンケート調査」（対象：沿線住民） 
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■ 物流事業者の期待度 

国道２３３号を利用している貨物車両の約９割がこれまでに

深川留萌自動車道の供用済区間を利用しており、全体の約８割

強が延伸整備を望んでいます。 

＜深川留萌自動車道供用区間の利用頻度＞ ＜供用区間に対する満足度＞ 

26.0%

27.0%

22.0%

5.0%

4.0%

16.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

ほぼ毎日

週に1～2回程度

月に1～2回程度

年に数回

全く利用しない

無回答

無回答
7.4%不満

2.1%
やや不満
10.5%

やや満足
36.8%

満足
13.7%

普通
29.5%

 

（回答数=100） ※供用区間の利用頻度で 
「全く利用しない」と回答した人を除く

（回答数=95/100） 

＜延伸整備に対する期待度＞ ＜期待する項目＞ 

無回答
0.0%

全く期待
していない
3.0%あまり期待

していない
10.0%

少し期待
している
32.0%

強く期待
している
50.0%

どちらとも
言えない
5.0%

 

45.6%

52.6%

50.0%

53.8%

52.6%

47.5%

43.0%

35.4%

39.7%

34.6%

34.6%

34.6%

40.0%

39.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

国道233号の混雑緩和

所要時間の短縮【夏期】

所要時間の短縮【冬期】

走行の安全性向上【夏期】

走行の安全性向上【冬期】

走行の快適性向上

沿道環境の改善

強く期待 少し期待

（a=79/82）

無回答を除く

回答者数

（a=78/82）

（a=78/82）

（a=78/82）

（a=78/82）

（a=80/82）

（a=79/82）

（回答数=100） ※延伸整備に対する期待度で「強く期待」、「少し期待」と回答した人のみ
注）各回答は、無回答を除く回答数 （回答数=82/100） 

資料：留萌開発建設部「平成17年度深川留萌自動車道整備に関するアンケート調査」（対象：物流事業者） 
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客観的評価指標⑥ 

「並行区間等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率」 

当該路線と並行する国道２３３号は留萌市から深川・札幌・

旭川方面への通勤、通院、買物等の日常生活交通に加え、物流

などの広域的な交通が発生しています。 

深川留萌自動車道の部分供用により交通の転換が図られてお

り、平成１６年度における当該路線と並行する国道２３３号の

年間の渋滞損失時間は、３３９千人・時間／年となっています

が、当該路線の整備により削減されることが期待されます。 
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客観的評価指標⑦ 

「並行区間等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待で

きるバス路線が存在する又は新たなバス路線が期待できる」 

当該道路の並行区間には、都市間を結ぶ高速路線バスが、札

幌－留萌間（高速るもい号）で１日１２往復、札幌－豊富間（特

急はぼろ号）で１日６往復が運行されています。 

当該路線の整備により、沿線地域の高速交通体系の強化及び

定時性の確保に寄与し、都市間バス利用客の利便性向上が期待

されます。 

■札幌－豊富間のバス運行状況（特急はぼろ号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 資料：バス会社ヒアリング結果（所要時間の現況はバス会社時刻表） 

現在、札幌市と豊富町を結ぶ「特急はぼろ号」

は、札幌ＩＣから滝川ＩＣまで道央自動車道を

利用し、滝川からは一般国道を利用して運行し

ています。北竜ひまわりＩＣの開通に伴い、利

用者からの強い要望もあり、一部の運行便につ

いては、来年度から札幌ＩＣ～深川ＪＣＴ～北

竜ひまわりＩＣへの運行経路変更を行う予定で

す。 

留萌市内のバス会社ヒアリングより

札幌市～豊富町間の所要時間の変化

約4時間59分

約5時間35分

約5時間10分

240 270 300 330 360

　　　　　　　　　　　　 H17現況
(道央道→滝川IC→R275→R233経由)　

           北竜ひまわりＩＣ供用後
(道央道＋深川留萌自動車道)       

　　　 　　　　幌糠留萌道路供用後
(道央道＋深川留萌自動車道)　 　  

約36分

短縮

約25分

短縮

5時間 5時間半 6時間 0 4時間半
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客観的評価指標⑧ 

「第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へ

のアクセス向上が見込まれる」 

留萌圏からの新千歳空港の年間利用者数は約５.５万人、旭川

空港の年間利用者数は約２万人となっています。 

当該路線の整備により、留萌圏からの各空港へのアクセス向上

が図られることが期待されています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【旭川空港乗降旅客数の推移】

980 1,020
949

1,027

0

200

400

600

800

1,000

1,200

Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15

(単位：千人）

【新千歳空港乗降旅客数の推移】

17,244 17,665 17,871 17,002

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15

(単位：千人）

【留萌圏の空港利用割合】

新千歳空港
69.4%
55,239人

稚内空港
5.5%
4,354人

旭川空港
25.1%
19,954人

資料：航空輸送統計年報

資料：H13航空旅客動態調査、H15航空輸送統計年報より作成
※年間利用者数 H13航空旅客動態調査の空港利用者 
        発着地域別シェア（１日調査）を 
        空港年間乗降客数に乗じて年間拡大 

資料：航空輸送統計年報

資料：H11道路交通センサス

資料：H11道路交通センサス

約123分

約140分

約133分

100 110 120 130 140 150

整備なし
（R233-R12-R237）

現況(北竜ひまわりIC供用後)
(深川留萌自動車道＋道央道経由)

幌糠留萌道路供用後
(深川留萌自動車道＋道央道経由)

(分)

約7分

短縮

約17分

短縮

旭川空港へ

の時間短縮

 0

約155分

約178分

約145分

0 50 100 150 200

整備なし
（R233＋道央道経由）

現況(北竜ひまわりIC供用後)
(深川留萌自動車道＋道央道経由)

幌糠留萌道路供用後
(深川留萌自動車道＋道央道経由)

(分)
新千歳空港へ

の時間短縮

約23分

短縮

約33分

短縮
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客観的評価指標⑨ 

「拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベ

ントを支援する」 
 

当該路線沿線の留萌市では、外貿物流需要の増大などに対応

し、道北地域の輸送拠点としての留萌港の機能向上のため、三

泊地区ふ頭整備事業が展開されているほか、中心市街地の都市

機能の向上を図るため、船場公園整備事業等が実施されていま

す。 

当該事業は、これらの地域プロジェクトを交通ネットワーク

面で支援し、個性ある地域の形成や留萌港の背後圏の産業振興

に寄与します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留萌海岸コースタル・ 
コミュニティ・ゾーン整備計画 

ゴールデンビーチ 

三泊地区ふ頭整備事業 

三泊ふ頭（事業中）

留萌ダム周辺整備計画 

留萌ダム 
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■地域プロジェクトの概要 
プロジェクト名 計 画 概 要 

【目的及び期待される効果等】 

留萌港の背後圏の産業の発展に資するため、外貿物流需要の増大に対応した大型船舶にも対応でき

る多目的外貿ふ頭を整備する。 

大量低コスト輸送や複合一貫輸送等、効率的な物流体系の形成に資する流通拠点港として充実した

機能を発揮できる。 

三 泊 地 区 

ふ 頭 整 備 事 業 

【事業主体】 国･留萌市 【事業規模等】31.4ha(対象面積) 【事業期間等】 平成8年度～平成19年度

【目的及び期待される効果等】 

本計画の実現により、通年型のレクリエーション基地を形成し地域の活性化を促進する。 

市内はもとより、旭川、空知圏内における内陸地域の貴重な海浜レクリエーション拠点として、

幅広い年齢層の人々が気軽に集い、憩える場所を創出し、また、海洋スポーツのメッカとしての観

光面や交流人口の拡大を図る。 

留萌海岸コースタル 

・コミュニティ・ 

ゾ ー ン 整 備 計 画 

【事業主体】 北海道・留萌市 【事業規模等】193.00ha(対象面積) 【事業期間等】 平成元年度～

【目的及び期待される効果等】 

留萌ダムの建設に伴い、生活環境が大きく変化する周辺地域の振興を図るとともに、自然を生か

した市民のための「憩いと安らぎが享受できる場」あるいは「次代を担う子供たちの遊びや体験学

習の場」となるような周辺整備を図る。周辺整備を図ることにより「地域主体のダム湖レクリエー

ション基地」を形成し、市民に親しまれるレクリエーション基地となることが期待できる。 

留 萌 ダ ム 周 辺 

整 備 計 画 

【事業主体】 留萌市 【事業規模等】156.30ha(対象面積) 【事業期間等】 平成2年度～ 

【目的及び期待される効果等】 

船場公園を留萌市の顔としてふさわしい土地の合理的利用と都市環境の整備を図る。 

中心市街地の都市機能の向上及び商業活性化が期待できる。 

船 場 公 園 

整 備 事 業 

【事業主体】 留萌市 【事業規模等】156.30ha(対象面積) 【事業期間等】 平成9年度～平成21年度

 

また、留萌市では、これらのプロジェクトのほか、地場産業

の振興及び留萌港の活用を目的としてサハリン及び対岸貿易の

促進計画を展開しており、留萌圏のみならず留萌港背後圏（空

知圏・旭川圏）の企業と連携した施策（「サハリンるもい展」※

等）を計画しています。 
  
※平成１７年１０月５日～６日の２日間ロシアサハリン州都ユジノサハリンスク市で、留萌市

及び留萌港背後圏のサハリン州との交流に積極的な企業・事業者による技術紹介・商品等の

展示コーナーを設置し、物・技術・文化・観光などをサハリン州に広くＰＲすることを目的

として開催。                         留萌市ＨＰより抜粋 
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客観的評価指標⑩ 

「ＩＣ等からのアクセスが向上する主要な観光地が存在する」 

当該路線が位置する留萌圏には、暑寒別天売焼尻国定公園等、

自然豊かな観光資源が点在し、特に夏期における海水浴客や離

島観光で集客を高めており、年間約１９０万人の観光客が訪れ

ています。近年は北海道遺産ツアーや日本海沿岸地域の豊かな

食をテーマにした観光ツアーが企画されています。 

当該路線の整備により、沿線にある観光資源、地域プロジェ

クトが有機的に連結され、新たな広域周遊観光形成の可能性が

高まるなど、地域の観光産業活性化を支援します。 

 
 

 

  

留萌支庁管内観光入込客数推移

1,845.9

1,866.2

1,840.6

1,884.4

1,700
1,720
1,740

1,760
1,780
1,800
1,820
1,840

1,860
1,880
1,900

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

(千人)

幌糠留萌道路

L=13km

とままえ夕陽ヶ丘オートキャンプ場
(H16年度：6,521人) 

国稀酒造 
(H16年度：107,959人) 

旧花田家番屋 
(H16年度：29,037人)

ゴールデンビーチるもい
(H16年度：95,622人)

黄金岬海浜公園 
(H16年度：259,927人)

資料：北海道観光入込み客数調査 

深川留萌自動車道の留萌までの延伸整備によ

り、観光地までの移動時間の短縮が図られ、施設

見学時間の延長や立寄り先の増加など、魅力的な

観光ルートの開発が可能となり、新たな商品の企

画開発に繋がります。 

札幌市内の観光エージェントヒアリングより

天売・焼尻島 
(H16年度(4-9月)：24,890人) 

留萌市

幌延町

天塩町

遠別町

初山別村
羽幌町

苫前町

小平町

増毛町

391.3 千人

251.9 千人

124.6 千人

109.3 千人
85.4 千人

125.6 千人

303.4 千人

113.9 千人

379.0 千人
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客観的評価指標⑪ 

「対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワ

ーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置づけがある、

又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以

下「緊急輸送道路」という）として位置づけあり」 

国道２３３号は、緊急輸送道路ネットワーク計画において「一

次緊急輸送道路」※に位置づけられています。 

深川留萌自動車道の整備により、ネットワークが多重化し、

防災対策や危機管理の充実に寄与します。 

 

 

 

■緊急輸送道路及び防災拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：北海道緊急輸送道路ネットワーク計画書（平成13年3月）

※一次緊急輸送道路とは、県庁所在地、地方中心都市、重要港湾、空港、総合病院、

自衛隊、警察、消防等を連絡する重要な道路です。 

※ 図は緊急輸送道路のうち、高速道路、国道、主要道道のみを示しています。 
※ 緊急輸送道路により連絡する防災拠点施設のうち地方公共団体、指定地方行政機
関、自衛隊、災害医療拠点を示しています。 
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客観的評価指標⑫ 

「対象道路の整備により削減される自動車からのＣＯ２排出

量」 

平成１５年度における国内の二酸化炭素総排出量は、１２億

５，９００万（ｔ－ＣＯ２/年）、１人あたりの排出量は９．８

７（ｔ－ＣＯ２/年）となっています。 

当該事業の整備により、整備されない場合に比べ３，４４３

（ｔ－ＣＯ２/年）の削減が見込まれます。これを１人あたりの

年間排出量に換算した場合、約３５０人分の排出量に相当しま

す。 

 

未整備
整備

163,590

160,147

152,000

154,000

156,000

158,000

160,000

162,000

164,000

0

（t-CO2/年） 3,443トン削減
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（２）事業の投資効果 

費用便益分析の結果（事業全体） 

① 費 用 

 事 業 費 維持修繕費 合  計 

基 準 年 平成１７年度 

単 純 合 計 ２８５億円 ８４億円 ３６９億円

基準年における 

現在価値（Ｃ） ２３８億円 ２８億円 ２６６億円

 

② 便 益 

 走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合 計 

基 準 年 平成１７年度 

単 年 便 益 

（初年度便益） 
２２億円 ４億円 １億円 ２７億円

基準年における 

現在価値（Ｂ） 
２９６億円 ４８億円 １７億円 ３６１億円

 

③ 結 果 

費用便益分析（Ｂ／Ｃ） １．４ 

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

 

④ 感度分析 

変動要因 基準値 変動ケース 費用便益比（Ｂ／Ｃ） 

交 通 量 ８,３００台／日 ±10％ １．２～１．５ 

事 業 費 ２８５億円 ±10％ １．２～１．５ 

事 業 期 間 １６年 ±20％ １．２～１．５ 

 

 

様式記入上の留意点 
１．費用及び便益額は整数止（費用・便益の額によって小数点以下２桁）とする。 
２．費用便益比は小数点以下１桁とする。 
３．単年便益（初年便益）は４月１日供用を前提として算出 
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費用便益分析の結果（残事業） 

① 費 用 

 事 業 費      維持管理費 合  計 

基 準 年 平成１７年度 

単 純 合 計 ２５７億円 ８４億円 ３４１億円

基準年における 

現在価値（Ｃ） ２０８億円 ２８億円 ２３６億円

 

② 便 益 

 走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合 計 

基 準 年 平成１７年度 

単 年 便 益 

（初年度便益） 
２２億円 ４億円 １億円 ２７億円

基準年における 

現在価値（Ｂ） 
２９６億円 ４８億円 １７億円 ３６１億円

 

③ 結 果 

費用便益分析（Ｂ／Ｃ） １．５ 

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
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（３）事業の進捗状況 

深川留萌自動車道幌糠留萌道路は、平成１７年度末で、用地

進捗率６６％、事業進捗率１２％です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計 ５８％ 

 

測量・地質調査 ５８％ 

 

用地進捗率 ６６％ 

 

事業進捗率 １２％ 

平成１７年度末 

※用地進捗率は用地補償費投入ベース 

※事業進捗率は事業費投入ベース 

凡例：数字は進捗率 
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３．事業の進捗の見込み 

当該事業は、平成８年度に事業化し、平成１２年度に用地補

償、同年より工事に着手しています。 

今後の見込みについては、引き続き事業が順調に進んだ場合、

平成２０年代後半の事業完了を予定しています。 
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４．コスト縮減及び代替案立案等の可能性 

当該事業においては、以下のコスト縮減対策に取り組んでい

ます。 

■ 取り組み施策 
年度 施策名 内容 

設計方法の見直し
・道路の平面・縦断線形の見直し 
・構造物規模及び土工量の縮減 

新技術の活用 ・盛土軟弱地盤対策工における新技術の採用 
【平成１７年度まで】

建設副産物の 
リサイクル活用 

・現場発生材（表土、抜根物等）の法面植栽への
有効活用 

・アスファルト混合物の再生材の利用 
・粗骨材の再生材の利用 

【平成１８年度以降】 設計方法の見直し
・橋梁、構造物等における新技術を活用した 
設計方式の見直し 

また、これまでの取り組みを継続実施することに加え、公共

事業の全てのプロセスをコストの観点から見直す「国土交通省

公共事業コスト構造改革プログラム」に取り組むこととしてい

ます。 

■ 具体例 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現地発生材の有効活用 

 

 

 

 

 

 

本線 最大縦断勾配の見直し 
① 土工量の削減 
② トンネル、橋梁等の構造物規模の縮小
③ 用地補償費の縮減 

盛
土
法
面

切
土
法
面

◎すき取り物の有効利用

・すき取り物築立工法（土羽土）

◎伐木・抜根物の有効利用

・ネッコチップ工法

・植物誘導吹付工法

・オールグリーニング工法

・チップバック工法

 

橋梁からボック

ス構造へ見直し

土工量（盛土・切土）の減少

縦断線形の見直し 

盛
土
法
面

切
土
法
面

◎ 従来工法

・張芝（生芝）

◎ 従来工法

・種子吹付工

・腐食酸吹付工

・植生ネット工

・厚層基材吹付工

・植生マット工

・注入植生マット工 ・張芝（生芝）

 ・種子吹付工 
・腐食酸吹付工 

・植生ネット工 

・厚層基材吹付工 

・植生マット工 

・注入植生マット工 

（従来） （コスト縮減対策） 
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５．関係する地方公共団体等の意見 

地元自治体で構成する期成会が、事業促進の要望を行っていま

す。 

期成会名称 会 長 主な構成メンバー 備考 

北海道留萌

地域総合開

発期成会 

留萌市長 

長沼 憲彦 

留萌市、小平町、増毛

町、苫前町、羽幌町、

初山別村、天塩町、遠

別町、幌延町の首長及

び議会議長 

要望内容： 

北海道縦貫自動車道と接続

する当該道路は、フェリー誘

致を進めている重要港湾留萌

港と内陸部の上川圏及び空知

圏との一層の物流の拡大、ま

た、生活・文化・産業経済の

交流圏域拡大に重要な役割を

果たすことから、建設促進を

要望する。 

平成１７年度要望有 

小平・幌加

内・沼田３町

広域振興協

議会 

幌加内町長 

峰岸 政義 

幌加内町、小平町、沼

田町の首長 

要望内容： 

本路線は、北海道縦貫自動

車道と本圏域を結び、人や物

の流れがスムーズに流れるこ

とによる産業経済の発展をは

じめ生活文化の向上や地域の

活性化に寄与する重要な路線

であるので整備を要望する。 

平成１７年度要望有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



様式１　客観的評価指標による事業採択の前提条件、事業の効果や必要性の確認の状況

事業名 一般国号２３３号　深川留萌自動車道　幌糠留萌道路

事業主体 北海道開発局

●事業採択の前提条件を確認するための指標

指　　標 指標チェックの根拠

前提条件 事業の効率性 ■ 便益が費用を上回っている 費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝１．４

●事業の効果や必要性を評価するための指標

政策目標 指　標　（対象となる指標のみ記載。効果が確認されるものは□を■に変更） 指標チェックの根拠

１．活力 円滑なモビリ
ティの確保 ● 並行区間等の年間渋滞損失時間及び削減率

区間b（当該区間／平行区間）について：（国道２３３号現道：留萌市大字留萌村字幌糠～留萌村字東雲町）
　　　　　　　並行区間等（当該区間）の渋滞損失時間：３３９千人・時間／年（Ｈ１６値）　→　削減

□ 並行区間等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される 　

■
並行区間等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する又は新たなバス路線が
期待できる。

利便性向上が見込まれるバス路線：札幌市～留萌市　１２往復／日、札幌市～豊富町間　６往復／日

□ 新幹線駅へのアクセス向上が見込まれる

■ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる
対象空港:旭川空港、新千歳空港　対象自治体：留萌市他留萌管内７町１村、
改善見込み（留萌市～旭川空港、１３３分⇒１２３分）、（留萌市～新千歳空港、１５５分⇒１４５分）

物流効率化の支
援 □ 特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアクセス向上が見込まれる

■ 農林水産業を主体とする地域から大都市圏への農林水産品の流通の利便性向上が見込まれる
農林水産業を主体とする地域名：留萌市他留萌管内７町１村、富良野市、上富良野町、沼田町
主な出荷先等：えび類（金沢周辺、関東・関西、道内）、ほたて半成貝（宮城県）、ほたて稚貝（オホーツク地域）、野
菜類等（関東、近畿、東海、九州、東北、道内）、麦類（関東、近畿等）

都市の再生
□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

□ 三大都市圏の環状道路を形成する

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

国土・地域ネッ
トワークの構築 ■ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する 高規格道路深川留萌自動車道を構成するルートである

■ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する
対象となる日常活動圏中心都市：留萌市～旭川市、深川市、札幌市　（留萌市～旭川市間９９分→８９分）、
（留萌市～深川市間６３分→５２分）、（留萌市～札幌市間１４１分→１３０分）

□ 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる



個性ある地域の
形成 ■ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する

留萌市「三泊地区ふ頭整備事業」、「留萌海岸コースタル・コミュニティ・ゾーン整備計画」、
「留萌ダム周辺整備計画」、「船場公園整備事業」

■ ＩＣ等からのアクセスが向上する主要な観光地が存在する
「天売・焼尻島」約２万人、留萌市「黄金岬海浜公園」約２６万人、留萌市「ゴールデンビーチるもい」約１０万人、
増毛町「国稀酒造」約１１万人、小平町「旧花田家番屋」約３万人、

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

２．暮らし 安全で安心でき
るくらしの確保 ■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる

対象となる三次医療施設名：旭川赤十字病院、アクセス向上が見込まれる自治体名：留萌市、羽幌町他
留萌市～旭川市９９分→８９分

３．安全 安全な生活環境
の確保 □

並行区間等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存在する場合において、交通量の減少により当
該区間の安全性の向上が期待できる

災害への備え
■
対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置
づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）とし
て位置づけあり

計画名：北海道緊急輸送道路ネットワーク計画、位置づけ：第１次緊急輸送道路

□ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する

□ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する

□ 並行区間等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間の代替路線を形成する

４．環境 地球環境の保全
● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量 ＣＯ２排出削減量：３，４４３t/年

生活環境の改
善・保全 ○ 並行区間等における自動車からのNO2排出削減率

○ 並行区間等における自動車からのSPM排出削減率

□
並行区間等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが期待
される区間がある

□ その他、環境や景観上の効果が期待される

５．その他 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと
の関係 □ 他機関との連携プログラムに位置づけられている

■ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が見込まれる
対象地域や事業に固有の効果等
・重要港湾「留萌港」と背後圏（道北圏、北・中空知圏）とのアクセス向上（石油製品、原木等輸送）
・留萌港油槽所と旭川空港とのアクセス向上（ジェット燃料輸送：２７千Kl/年）



様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別 現拡・ＢＰの別

深川留萌自動車道
（一般国道233号）

幌糠留萌道路 Ｌ＝１３．０ｋｍ 高規格　Ｂ ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

8,300 2 北海道開発局

① 費　用

改　築　費 維持修繕費 合　　計

基 準 年 平成１７年度

単純合計 285億円 84億円 369億円 

うち残事業分 257億円 84億円 341億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

238億円 28億円 266億円 

うち残事業分 208億円 28億円 236億円 



② 便　益

走行時間
短縮便益

走行費用
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成１７年度

供 用 年 平成２８年度

単年便益
（初年便益）

22億円 4億円 1億円 27億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

296億円 48億円 17億円 361億円 

うち残事業分 296億円 48億円 17億円 361億円 

③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

④ 感 度 分 析 （事業全体を対象）

変動要因 基準値 変動ケース

交通量 8,300台/日 ±１０％

事業費 285億円 ±１０％

事業期間 16年 ±２０％

1.2～1.5

1.2～1.5

費用便益比（残事業） 1.5

費用便益比（事業全体） 1.4

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

1.2～1.5



交通状況の変化

（推計時点    Ｈ４２年）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１： 交通量については、当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２： 走行時間については、配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３： 走行時間費用については、費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４： 主な周辺道路については、当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

※ 四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある。

事業名：幌糠留萌道路（事業全体）

24.20

44806.22

44898.74 44876.46 22.29

44811.58

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便
益

14.59

24.96

58.67

7,100

11

整備あり(B)整備なし(A)

0

様式－３①

8,300

0

11

6,900

0.00

9,000

22

11

17

2,600

28.21

①新設・改築道路
[バイパス等]
：13.0ｋｍ

合計：21556.3km

③その他道路合計
：21513.0ｋｍ

現道(一
般国道
233号)：
14.5ｋｍ

②主な周
辺道路

一般国道
231号：
10.1ｋｍ

一）浜中
元川線：
5.6ｋｍ

1,500 1,400

8 8

3.53 3.24



【 図面（①、②に該当する道路を明示すること）】

事業名：幌糠留萌道路（事業全体）



交通状況の変化

（推計時点    Ｈ４２年）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１： 交通量については、当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２： 走行時間については、配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３： 走行時間費用については、費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４： 主な周辺道路については、当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

一）浜中
元川線：
5.6ｋｍ

1,500 1,400

8 8

3.53 3.24

①新設・改築道路
[バイパス等]
：13.0ｋｍ

合計：21556.3km

③その他道路合計
：21513.0ｋｍ

現道(一
般国道
233号)：
14.5ｋｍ

②主な周
辺道路

一般国道
231号：
10.1ｋｍ

0

11

6,900

0.00

9,000

22

11

17

2,600

28.21

整備あり(B)整備なし(A)

0

様式－３①

8,300

58.67

7,100

11

14.59

24.96

22.29

44811.58

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便
益

※ 四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある。

事業名：幌糠留萌道路（残事業）

24.20

44806.22

44898.74 44876.46



【 図面（①、②に該当する道路を明示すること）】

事業名：幌糠留萌道路（残事業）



様式－３②

費用便益分析の条件

事業名： 幌糠留萌道路

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成１５年８月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

その他 □

分析対象期間 ４０年間

社会的割引率 ４％

基準年次 平成１７年
１時点のみ推計 ■（Ｈ４２）
複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 ■
採用理由を記載

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

□

速度設定の
考え方

交通容量超過時の最低速度が最高速度の１/２と比較的高い設定であるため。

■

■
（Ｈ１１センサス）

□

簡易手法の
場合

有の場合のみ

交通流の
推計時点

算出マニュアル

分析の基本的事項

推計に用いた
ＯＤ表

配分交通量の
推計手法

推計の状況

開発交通量の
考慮



事業名： 幌糠留萌道路

（３）
項目 チェック欄

考慮しない □

考慮する ■

面的に考慮 ■

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （１０４）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □
　（考慮の場合、算出根拠を添付すること）

その他

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

費 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

用 費用便益分析マニュアルの値を使用 □

の 事務所等の実績値より設定 ■

算 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

定 積雪地域または寒冷地域である ■

その他

４．その他

　　上記のほか、Ｂ／Ｃの算定にあたっての問題点があれば、記述。

平成１５年８月１２日付け事務連絡に基づく設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事業費

維持管理費

時間短縮・費用減
少・事故減少以外

の便益

平日の原単位は、マニュアルの値を使用し、休日の乗用車類についてマニュアル値の1.4倍とした。
休日の乗用車類の時間評価値原単位は、平成11年度道路交通センサスにおける平均乗車人員の差から1.4
倍とした。（平日：1.37人/台、休日：1.87人/台）

雪寒費

休日交通の
影響

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

考慮する
場合のみ

北海道の道路においては観光目的の交通など休日の交通状況が平日の交通状況と異な
る。そのため、沿道状況別に休日交通を考慮した。休日係数は、平成11年度道路交通セン
サスにおける北海道平地部平均の平日休日交通量比1.04を採用した。

便
益
の
算
定



様式－４

費用の現在価値算定表（事業全体） 維持修繕費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

採用単価の根拠　実績値

箇所名：深川留萌自動車道（一般国道233号）　幌糠留萌道路 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.17 13.0 2.21
割戻率 事業費（億円） 維持修繕費（億円）

年次  年度 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
－１６年目 H 12 1.2167 2.89 3.52 0.00 0.00
－１５年目 H 13 1.1699 5.21 6.10 0.00 0.00
－１４年目 H 14 1.1249 3.45 3.88 0.00 0.00
－１３年目 H 15 1.0816 2.95 3.19 0.00 0.00
－１２年目 H 16 1.0400 3.71 3.86 0.00 0.00
－１１年目 H 17 1.0000 10.01 10.01 0.00 0.00
－１０年目 H 18 0.9615 15.12 14.54 0.00 0.00
－９年目 H 19 0.9246 26.87 24.84 0.00 0.00
－８年目 H 20 0.8890 33.96 30.19 0.00 0.00
－７年目 H 21 0.8548 32.19 27.52 0.00 0.00
－６年目 H 22 0.8219 24.88 20.45 0.00 0.00
－５年目 H 23 0.7903 15.26 12.06 0.00 0.00
－４年目 H 24 0.7599 30.27 23.00 0.00 0.00
－３年目 H 25 0.7307 36.06 26.35 0.00 0.00
－２年目 H 26 0.7026 32.18 22.61 0.00 0.00
－１年目 H 27 0.6756 9.97 6.74 0.00 0.00

供用開始年次 H 28 0.6496 0.00 0.00 2.10 1.36
１年目 H 29 0.6246 0.00 0.00 2.10 1.31
２年目 H 30 0.6006 0.00 0.00 2.10 1.26
３年目 H 31 0.5775 0.00 0.00 2.10 1.21
４年目 H 32 0.5553 0.00 0.00 2.10 1.17
５年目 H 33 0.5339 0.00 0.00 2.10 1.12
６年目 H 34 0.5134 0.00 0.00 2.10 1.08
７年目 H 35 0.4936 0.00 0.00 2.10 1.04
８年目 H 36 0.4746 0.00 0.00 2.10 1.00
９年目 H 37 0.4564 0.00 0.00 2.10 0.96
１０年目 H 38 0.4388 0.00 0.00 2.10 0.92
１１年目 H 39 0.4220 0.00 0.00 2.10 0.89
１２年目 H 40 0.4057 0.00 0.00 2.10 0.85
１３年目 H 41 0.3901 0.00 0.00 2.10 0.82
１４年目 H 42 0.3751 0.00 0.00 2.10 0.79
１５年目 H 43 0.3607 0.00 0.00 2.10 0.76
１６年目 H 44 0.3468 0.00 0.00 2.10 0.73
１７年目 H 45 0.3335 0.00 0.00 2.10 0.70
１８年目 H 46 0.3207 0.00 0.00 2.10 0.67
１９年目 H 47 0.3083 0.00 0.00 2.10 0.65
２０年目 H 48 0.2965 0.00 0.00 2.10 0.62
２１年目 H 49 0.2851 0.00 0.00 2.10 0.60
２２年目 H 50 0.2741 0.00 0.00 2.10 0.58
２３年目 H 51 0.2636 0.00 0.00 2.10 0.55
２４年目 H 52 0.2534 0.00 0.00 2.10 0.53
２５年目 H 53 0.2437 0.00 0.00 2.10 0.51
２６年目 H 54 0.2343 0.00 0.00 2.10 0.49
２７年目 H 55 0.2253 0.00 0.00 2.10 0.47
２８年目 H 56 0.2166 0.00 0.00 2.10 0.45
２９年目 H 57 0.2083 0.00 0.00 2.10 0.44
３０年目 H 58 0.2003 0.00 0.00 2.10 0.42
３１年目 H 59 0.1926 0.00 0.00 2.10 0.40
３２年目 H 60 0.1852 0.00 0.00 2.10 0.39
３３年目 H 61 0.1780 0.00 0.00 2.10 0.37
３４年目 H 62 0.1712 0.00 0.00 2.10 0.36
３５年目 H 63 0.1646 0.00 0.00 2.10 0.35
３６年目 H 64 0.1583 0.00 0.00 2.10 0.33
３７年目 H 65 0.1522 0.00 0.00 2.10 0.32
３８年目 H 66 0.1463 0.00 0.00 2.10 0.31
３９年目 H 67 0.1407 0.00 -0.70 2.10 0.30

  合　計 284.98 238.14 84.00 28.08

単純事業費計 284.98 84.00

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。



様式－４

費用の現在価値算定表（残事業） 維持修繕費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

採用単価の根拠　実績値

箇所名：深川留萌自動車道（一般国道233号）　幌糠留萌道路 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.17 13.0 2.21
割戻率 事業費（億円） 維持修繕費（億円）

年次  年度 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
－１０年目 H 18 0.9615 15.12 14.54 0.00 0.00
－９年目 H 19 0.9246 26.87 24.84 0.00 0.00
－８年目 H 20 0.8890 33.96 30.19 0.00 0.00
－７年目 H 21 0.8548 32.19 27.52 0.00 0.00
－６年目 H 22 0.8219 24.88 20.45 0.00 0.00
－５年目 H 23 0.7903 15.26 12.06 0.00 0.00
－４年目 H 24 0.7599 30.27 23.00 0.00 0.00
－３年目 H 25 0.7307 36.06 26.35 0.00 0.00
－２年目 H 26 0.7026 32.18 22.61 0.00 0.00
－１年目 H 27 0.6756 9.97 6.74 0.00 0.00

供用開始年次 H 28 0.6496 0.00 0.00 2.10 1.36
１年目 H 29 0.6246 0.00 0.00 2.10 1.31
２年目 H 30 0.6006 0.00 0.00 2.10 1.26
３年目 H 31 0.5775 0.00 0.00 2.10 1.21
４年目 H 32 0.5553 0.00 0.00 2.10 1.17
５年目 H 33 0.5339 0.00 0.00 2.10 1.12
６年目 H 34 0.5134 0.00 0.00 2.10 1.08
７年目 H 35 0.4936 0.00 0.00 2.10 1.04
８年目 H 36 0.4746 0.00 0.00 2.10 1.00
９年目 H 37 0.4564 0.00 0.00 2.10 0.96
１０年目 H 38 0.4388 0.00 0.00 2.10 0.92
１１年目 H 39 0.4220 0.00 0.00 2.10 0.89
１２年目 H 40 0.4057 0.00 0.00 2.10 0.85
１３年目 H 41 0.3901 0.00 0.00 2.10 0.82
１４年目 H 42 0.3751 0.00 0.00 2.10 0.79
１５年目 H 43 0.3607 0.00 0.00 2.10 0.76
１６年目 H 44 0.3468 0.00 0.00 2.10 0.73
１７年目 H 45 0.3335 0.00 0.00 2.10 0.70
１８年目 H 46 0.3207 0.00 0.00 2.10 0.67
１９年目 H 47 0.3083 0.00 0.00 2.10 0.65
２０年目 H 48 0.2965 0.00 0.00 2.10 0.62
２１年目 H 49 0.2851 0.00 0.00 2.10 0.60
２２年目 H 50 0.2741 0.00 0.00 2.10 0.58
２３年目 H 51 0.2636 0.00 0.00 2.10 0.55
２４年目 H 52 0.2534 0.00 0.00 2.10 0.53
２５年目 H 53 0.2437 0.00 0.00 2.10 0.51
２６年目 H 54 0.2343 0.00 0.00 2.10 0.49
２７年目 H 55 0.2253 0.00 0.00 2.10 0.47
２８年目 H 56 0.2166 0.00 0.00 2.10 0.45
２９年目 H 57 0.2083 0.00 0.00 2.10 0.44
３０年目 H 58 0.2003 0.00 0.00 2.10 0.42
３１年目 H 59 0.1926 0.00 0.00 2.10 0.40
３２年目 H 60 0.1852 0.00 0.00 2.10 0.39
３３年目 H 61 0.1780 0.00 0.00 2.10 0.37
３４年目 H 62 0.1712 0.00 0.00 2.10 0.36
３５年目 H 63 0.1646 0.00 0.00 2.10 0.35
３６年目 H 64 0.1583 0.00 0.00 2.10 0.33
３７年目 H 65 0.1522 0.00 0.00 2.10 0.32
３８年目 H 66 0.1463 0.00 0.00 2.10 0.31
３９年目 H 67 0.1407 0.00 -0.24 2.10 0.30

  合　計 256.76 208.06 84.00 28.08

単純事業費計 256.76 84.00

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。



様式－５

便益の現在価値算定表（事業全体） 箇所名：深川留萌自動車道（一般国道233号）　幌糠留萌道路

合　　　計

総走行台ｷﾛの年次別伸び率 割引率 走行時間短縮便益(億円) 走行経費減少便益(億円)  事故減少便益(億円) (億円)

(北海道ﾌﾞﾛｯｸ) 現在価値 現在価値 現在価値 便益合計 現在価値
年次 乗用車類 貨物車類 全  車 (A) 乗用車 バ  ス 小型貨物 普通貨物 ①　計 ①×(A) 乗用車 バ  ス 小型貨物 普通貨物 ②　計 (A)×② ③ ③×(A) (①～③) 割戻率4%

供用開始年次 H 28 1.00689 0.99732 1.00453 0.6496 14.69 0.00 0.89 6.89 22.46 14.59 1.78 0.00 0.26 1.65 3.69 2.40 1.26 0.82 27.41 17.81
1年目 H 29 1.00684 0.99731 1.00451 0.6246 14.79 0.00 0.88 6.87 22.54 14.08 1.79 0.00 0.26 1.65 3.70 2.31 1.26 0.79 27.51 17.18

2年目 H 30 1.00679 0.99731 1.00449 0.6006 14.89 0.00 0.88 6.85 22.62 13.59 1.80 0.00 0.26 1.64 3.71 2.23 1.27 0.76 27.60 16.58

3年目 H 31 1.00675 0.99730 1.00447 0.5775 14.99 0.00 0.88 6.83 22.70 13.11 1.81 0.00 0.26 1.64 3.72 2.15 1.27 0.73 27.69 15.99

4年目 H 32 1.00670 0.99729 1.00445 0.5553 15.09 0.00 0.88 6.81 22.78 12.65 1.83 0.00 0.26 1.63 3.72 2.07 1.28 0.71 27.78 15.43

5年目 H 33 0.99969 0.99414 0.99837 0.5339 15.09 0.00 0.87 6.77 22.73 12.14 1.83 0.00 0.26 1.62 3.71 1.98 1.28 0.68 27.72 14.80

6年目 H 34 0.99969 0.99410 0.99837 0.5134 15.08 0.00 0.87 6.73 22.68 11.65 1.83 0.00 0.26 1.62 3.70 1.90 1.27 0.65 27.66 14.20

7年目 H 35 0.99969 0.99407 0.99837 0.4936 15.08 0.00 0.86 6.69 22.63 11.17 1.82 0.00 0.26 1.61 3.69 1.82 1.27 0.63 27.59 13.62

8年目 H 36 0.99969 0.99403 0.99837 0.4746 15.07 0.00 0.86 6.65 22.58 10.72 1.82 0.00 0.26 1.60 3.68 1.74 1.27 0.60 27.53 13.07

9年目 H 37 0.99969 0.99400 0.99836 0.4564 15.07 0.00 0.85 6.61 22.53 10.28 1.82 0.00 0.25 1.59 3.66 1.67 1.27 0.58 27.47 12.54

10年目 H 38 0.99969 0.99396 0.99836 0.4388 15.07 0.00 0.85 6.57 22.48 9.87 1.82 0.00 0.25 1.58 3.65 1.60 1.27 0.56 27.40 12.02

11年目 H 39 0.99969 0.99392 0.99836 0.4220 15.06 0.00 0.84 6.53 22.43 9.47 1.82 0.00 0.25 1.57 3.64 1.54 1.26 0.53 27.34 11.54

12年目 H 40 0.99969 0.99389 0.99835 0.4057 15.06 0.00 0.83 6.49 22.38 9.08 1.82 0.00 0.25 1.56 3.63 1.47 1.26 0.51 27.28 11.07

13年目 H 41 0.99969 0.99385 0.99835 0.3901 15.05 0.00 0.83 6.45 22.33 8.71 1.82 0.00 0.25 1.55 3.62 1.41 1.26 0.49 27.21 10.62

14年目 H 42 0.99969 0.99381 0.99835 0.3751 15.05 0.00 0.82 6.41 22.29 8.36 1.82 0.00 0.25 1.54 3.61 1.35 1.26 0.47 27.15 10.18

15年目 H 43 0.99801 0.99542 0.99743 0.3607 15.02 0.00 0.82 6.38 22.22 8.02 1.82 0.00 0.25 1.53 3.59 1.30 1.25 0.45 27.07 9.76

16年目 H 44 0.99801 0.99540 0.99742 0.3468 14.99 0.00 0.82 6.36 22.16 7.68 1.81 0.00 0.24 1.52 3.58 1.24 1.25 0.43 26.99 9.36

17年目 H 45 0.99801 0.99538 0.99741 0.3335 14.96 0.00 0.81 6.33 22.10 7.37 1.81 0.00 0.24 1.52 3.57 1.19 1.25 0.42 26.91 8.98

18年目 H 46 0.99800 0.99536 0.99741 0.3207 14.93 0.00 0.81 6.30 22.03 7.07 1.81 0.00 0.24 1.51 3.56 1.14 1.24 0.40 26.84 8.61

19年目 H 47 0.99800 0.99534 0.99740 0.3083 14.90 0.00 0.81 6.27 21.97 6.77 1.80 0.00 0.24 1.50 3.55 1.09 1.24 0.38 26.76 8.25

20年目 H 48 0.99799 0.99531 0.99739 0.2965 14.87 0.00 0.80 6.24 21.91 6.50 1.80 0.00 0.24 1.50 3.53 1.05 1.24 0.37 26.68 7.91

21年目 H 49 0.99799 0.99529 0.99738 0.2851 14.84 0.00 0.80 6.21 21.84 6.23 1.80 0.00 0.24 1.49 3.52 1.00 1.23 0.35 26.60 7.58

22年目 H 50 0.99799 0.99527 0.99738 0.2741 14.81 0.00 0.79 6.18 21.78 5.97 1.79 0.00 0.24 1.48 3.51 0.96 1.23 0.34 26.52 7.27

23年目 H 51 0.99798 0.99525 0.99737 0.2636 14.78 0.00 0.79 6.15 21.72 5.72 1.79 0.00 0.24 1.48 3.50 0.92 1.23 0.32 26.45 6.97

24年目 H 52 0.99798 0.99522 0.99736 0.2534 14.75 0.00 0.79 6.12 21.65 5.49 1.78 0.00 0.24 1.47 3.49 0.88 1.22 0.31 26.37 6.68

25年目 H 53 0.99706 0.99834 0.99734 0.2437 14.70 0.00 0.79 6.11 21.60 5.26 1.78 0.00 0.23 1.47 3.48 0.85 1.22 0.30 26.30 6.41

26年目 H 54 0.99705 0.99834 0.99734 0.2343 14.66 0.00 0.78 6.10 21.55 5.05 1.77 0.00 0.23 1.46 3.47 0.81 1.22 0.29 26.24 6.15

27年目 H 55 0.99704 0.99834 0.99733 0.2253 14.62 0.00 0.78 6.09 21.49 4.84 1.77 0.00 0.23 1.46 3.46 0.78 1.22 0.27 26.17 5.90

28年目 H 56 0.99703 0.99833 0.99732 0.2166 14.57 0.00 0.78 6.08 21.44 4.64 1.76 0.00 0.23 1.46 3.46 0.75 1.21 0.26 26.10 5.65

29年目 H 57 0.99702 0.99833 0.99732 0.2083 14.53 0.00 0.78 6.07 21.38 4.45 1.76 0.00 0.23 1.46 3.45 0.72 1.21 0.25 26.04 5.42

30年目 H 58 0.99701 0.99833 0.99731 0.2003 14.49 0.00 0.78 6.06 21.33 4.27 1.75 0.00 0.23 1.45 3.44 0.69 1.21 0.24 25.97 5.20

31年目 H 59 0.99700 0.99833 0.99730 0.1926 14.44 0.00 0.78 6.05 21.27 4.10 1.75 0.00 0.23 1.45 3.43 0.66 1.20 0.23 25.90 4.99

32年目 H 60 0.99700 0.99832 0.99729 0.1852 14.40 0.00 0.78 6.04 21.22 3.93 1.74 0.00 0.23 1.45 3.42 0.63 1.20 0.22 25.84 4.79

33年目 H 61 0.99699 0.99832 0.99729 0.1780 14.36 0.00 0.78 6.03 21.16 3.77 1.74 0.00 0.23 1.45 3.42 0.61 1.20 0.21 25.77 4.59

34年目 H 62 0.99698 0.99832 0.99728 0.1712 14.31 0.00 0.77 6.02 21.11 3.61 1.73 0.00 0.23 1.44 3.41 0.58 1.19 0.20 25.71 4.40

35年目 H 63 0.99697 0.99831 0.99727 0.1646 14.27 0.00 0.77 6.01 21.05 3.47 1.73 0.00 0.23 1.44 3.40 0.56 1.19 0.20 25.64 4.22

36年目 H 64 0.99696 0.99831 0.99726 0.1583 14.23 0.00 0.77 6.00 21.00 3.32 1.72 0.00 0.23 1.44 3.39 0.54 1.19 0.19 25.57 4.05

37年目 H 65 0.99695 0.99831 0.99726 0.1522 14.18 0.00 0.77 5.99 20.94 3.19 1.72 0.00 0.23 1.44 3.38 0.51 1.18 0.18 25.51 3.88

38年目 H 66 0.99694 0.99831 0.99725 0.1463 14.14 0.00 0.77 5.98 20.89 3.06 1.71 0.00 0.23 1.43 3.37 0.49 1.18 0.17 25.44 3.72

39年目 H 67 0.99693 0.99830 0.99724 0.1407 14.10 0.00 0.77 5.97 20.83 2.93 1.71 0.00 0.23 1.43 3.37 0.47 1.18 0.17 25.37 3.57

合　計 589.97 0.00 32.56 253.30 875.83 296.17 71.40 0.00 9.73 60.76 141.88 48.09 49.38 16.67 1,067.09 360.94

年度
（基準年）

Ｈ１７



様式－５

便益の現在価値算定表（残事業） 箇所名：深川留萌自動車道（一般国道233号）　幌糠留萌道路

合　　　計

総走行台ｷﾛの年次別伸び率 割引率 走行時間短縮便益(億円) 走行経費減少便益(億円)  事故減少便益(億円) (億円)

(北海道ﾌﾞﾛｯｸ) 現在価値 現在価値 現在価値 便益合計 現在価値
年次 乗用車類 貨物車類 全  車 (A) 乗用車 バ  ス 小型貨物 普通貨物 ①　計 ①×(A) 乗用車 バ  ス 小型貨物 普通貨物 ②　計 (A)×② ③ ③×(A) (①～③) 割戻率4%

供用開始年次 H 28 1.00689 0.99732 1.00453 0.6496 14.69 0.00 0.89 6.89 22.46 14.59 1.78 0.00 0.26 1.65 3.69 2.40 1.26 0.82 27.41 17.81
1年目 H 29 1.00684 0.99731 1.00451 0.6246 14.79 0.00 0.88 6.87 22.54 14.08 1.79 0.00 0.26 1.65 3.70 2.31 1.26 0.79 27.51 17.18

2年目 H 30 1.00679 0.99731 1.00449 0.6006 14.89 0.00 0.88 6.85 22.62 13.59 1.80 0.00 0.26 1.64 3.71 2.23 1.27 0.76 27.60 16.58

3年目 H 31 1.00675 0.99730 1.00447 0.5775 14.99 0.00 0.88 6.83 22.70 13.11 1.81 0.00 0.26 1.64 3.72 2.15 1.27 0.73 27.69 15.99

4年目 H 32 1.00670 0.99729 1.00445 0.5553 15.09 0.00 0.88 6.81 22.78 12.65 1.83 0.00 0.26 1.63 3.72 2.07 1.28 0.71 27.78 15.43

5年目 H 33 0.99969 0.99414 0.99837 0.5339 15.09 0.00 0.87 6.77 22.73 12.14 1.83 0.00 0.26 1.62 3.71 1.98 1.28 0.68 27.72 14.80

6年目 H 34 0.99969 0.99410 0.99837 0.5134 15.08 0.00 0.87 6.73 22.68 11.65 1.83 0.00 0.26 1.62 3.70 1.90 1.27 0.65 27.66 14.20

7年目 H 35 0.99969 0.99407 0.99837 0.4936 15.08 0.00 0.86 6.69 22.63 11.17 1.82 0.00 0.26 1.61 3.69 1.82 1.27 0.63 27.59 13.62

8年目 H 36 0.99969 0.99403 0.99837 0.4746 15.07 0.00 0.86 6.65 22.58 10.72 1.82 0.00 0.26 1.60 3.68 1.74 1.27 0.60 27.53 13.07

9年目 H 37 0.99969 0.99400 0.99836 0.4564 15.07 0.00 0.85 6.61 22.53 10.28 1.82 0.00 0.25 1.59 3.66 1.67 1.27 0.58 27.47 12.54

10年目 H 38 0.99969 0.99396 0.99836 0.4388 15.07 0.00 0.85 6.57 22.48 9.87 1.82 0.00 0.25 1.58 3.65 1.60 1.27 0.56 27.40 12.02

11年目 H 39 0.99969 0.99392 0.99836 0.4220 15.06 0.00 0.84 6.53 22.43 9.47 1.82 0.00 0.25 1.57 3.64 1.54 1.26 0.53 27.34 11.54

12年目 H 40 0.99969 0.99389 0.99835 0.4057 15.06 0.00 0.83 6.49 22.38 9.08 1.82 0.00 0.25 1.56 3.63 1.47 1.26 0.51 27.28 11.07

13年目 H 41 0.99969 0.99385 0.99835 0.3901 15.05 0.00 0.83 6.45 22.33 8.71 1.82 0.00 0.25 1.55 3.62 1.41 1.26 0.49 27.21 10.62

14年目 H 42 0.99969 0.99381 0.99835 0.3751 15.05 0.00 0.82 6.41 22.29 8.36 1.82 0.00 0.25 1.54 3.61 1.35 1.26 0.47 27.15 10.18

15年目 H 43 0.99801 0.99542 0.99743 0.3607 15.02 0.00 0.82 6.38 22.22 8.02 1.82 0.00 0.25 1.53 3.59 1.30 1.25 0.45 27.07 9.76

16年目 H 44 0.99801 0.99540 0.99742 0.3468 14.99 0.00 0.82 6.36 22.16 7.68 1.81 0.00 0.24 1.52 3.58 1.24 1.25 0.43 26.99 9.36

17年目 H 45 0.99801 0.99538 0.99741 0.3335 14.96 0.00 0.81 6.33 22.10 7.37 1.81 0.00 0.24 1.52 3.57 1.19 1.25 0.42 26.91 8.98

18年目 H 46 0.99800 0.99536 0.99741 0.3207 14.93 0.00 0.81 6.30 22.03 7.07 1.81 0.00 0.24 1.51 3.56 1.14 1.24 0.40 26.84 8.61

19年目 H 47 0.99800 0.99534 0.99740 0.3083 14.90 0.00 0.81 6.27 21.97 6.77 1.80 0.00 0.24 1.50 3.55 1.09 1.24 0.38 26.76 8.25

20年目 H 48 0.99799 0.99531 0.99739 0.2965 14.87 0.00 0.80 6.24 21.91 6.50 1.80 0.00 0.24 1.50 3.53 1.05 1.24 0.37 26.68 7.91

21年目 H 49 0.99799 0.99529 0.99738 0.2851 14.84 0.00 0.80 6.21 21.84 6.23 1.80 0.00 0.24 1.49 3.52 1.00 1.23 0.35 26.60 7.58

22年目 H 50 0.99799 0.99527 0.99738 0.2741 14.81 0.00 0.79 6.18 21.78 5.97 1.79 0.00 0.24 1.48 3.51 0.96 1.23 0.34 26.52 7.27

23年目 H 51 0.99798 0.99525 0.99737 0.2636 14.78 0.00 0.79 6.15 21.72 5.72 1.79 0.00 0.24 1.48 3.50 0.92 1.23 0.32 26.45 6.97

24年目 H 52 0.99798 0.99522 0.99736 0.2534 14.75 0.00 0.79 6.12 21.65 5.49 1.78 0.00 0.24 1.47 3.49 0.88 1.22 0.31 26.37 6.68

25年目 H 53 0.99706 0.99834 0.99734 0.2437 14.70 0.00 0.79 6.11 21.60 5.26 1.78 0.00 0.23 1.47 3.48 0.85 1.22 0.30 26.30 6.41

26年目 H 54 0.99705 0.99834 0.99734 0.2343 14.66 0.00 0.78 6.10 21.55 5.05 1.77 0.00 0.23 1.46 3.47 0.81 1.22 0.29 26.24 6.15

27年目 H 55 0.99704 0.99834 0.99733 0.2253 14.62 0.00 0.78 6.09 21.49 4.84 1.77 0.00 0.23 1.46 3.46 0.78 1.22 0.27 26.17 5.90

28年目 H 56 0.99703 0.99833 0.99732 0.2166 14.57 0.00 0.78 6.08 21.44 4.64 1.76 0.00 0.23 1.46 3.46 0.75 1.21 0.26 26.10 5.65

29年目 H 57 0.99702 0.99833 0.99732 0.2083 14.53 0.00 0.78 6.07 21.38 4.45 1.76 0.00 0.23 1.46 3.45 0.72 1.21 0.25 26.04 5.42

30年目 H 58 0.99701 0.99833 0.99731 0.2003 14.49 0.00 0.78 6.06 21.33 4.27 1.75 0.00 0.23 1.45 3.44 0.69 1.21 0.24 25.97 5.20

31年目 H 59 0.99700 0.99833 0.99730 0.1926 14.44 0.00 0.78 6.05 21.27 4.10 1.75 0.00 0.23 1.45 3.43 0.66 1.20 0.23 25.90 4.99

32年目 H 60 0.99700 0.99832 0.99729 0.1852 14.40 0.00 0.78 6.04 21.22 3.93 1.74 0.00 0.23 1.45 3.42 0.63 1.20 0.22 25.84 4.79

33年目 H 61 0.99699 0.99832 0.99729 0.1780 14.36 0.00 0.78 6.03 21.16 3.77 1.74 0.00 0.23 1.45 3.42 0.61 1.20 0.21 25.77 4.59

34年目 H 62 0.99698 0.99832 0.99728 0.1712 14.31 0.00 0.77 6.02 21.11 3.61 1.73 0.00 0.23 1.44 3.41 0.58 1.19 0.20 25.71 4.40

35年目 H 63 0.99697 0.99831 0.99727 0.1646 14.27 0.00 0.77 6.01 21.05 3.47 1.73 0.00 0.23 1.44 3.40 0.56 1.19 0.20 25.64 4.22

36年目 H 64 0.99696 0.99831 0.99726 0.1583 14.23 0.00 0.77 6.00 21.00 3.32 1.72 0.00 0.23 1.44 3.39 0.54 1.19 0.19 25.57 4.05

37年目 H 65 0.99695 0.99831 0.99726 0.1522 14.18 0.00 0.77 5.99 20.94 3.19 1.72 0.00 0.23 1.44 3.38 0.51 1.18 0.18 25.51 3.88

38年目 H 66 0.99694 0.99831 0.99725 0.1463 14.14 0.00 0.77 5.98 20.89 3.06 1.71 0.00 0.23 1.43 3.37 0.49 1.18 0.17 25.44 3.72

39年目 H 67 0.99693 0.99830 0.99724 0.1407 14.10 0.00 0.77 5.97 20.83 2.93 1.71 0.00 0.23 1.43 3.37 0.47 1.18 0.17 25.37 3.57

合　計 589.97 0.00 32.56 253.30 875.83 296.17 71.40 0.00 9.73 60.76 141.88 48.09 49.38 16.67 1,067.09 360.94

年度
（基準年）

Ｈ１７




